
TOMAS-PS　PS7学費

変更箇所チェックリスト(PS7学費_補助金)

このチェックリストは、学校様でマスタの追加をおこなっていただく際、設定を漏れなく

おこなっていただくためのリストです。

学校様の現在の設定内容と照らし合わせてマスタ追加をおこなってください。

補助金追加
補助金名称の追加を行います（補助金区分・補助金汎用項目）

□ 部門マスタ登録　…　補助金名称を登録。

≪在校生⇒マスタ登録⇒◇法人情報ー部門ﾏｽﾀ登録≫

□ 補助金区分マスタ登録　…　補助金区分の詳細を設定。

≪マスタ登録⇒◇徴収マスター補助金区分マスタ登録≫

項目名 説明

① 検索条件 部門を入力し、検索ﾎﾞﾀﾝを押下。

② 補助金区分 どの補助金区分の設定をするかを選択。区分名称は部門マスタ登録画面で設定。

③ 設定条件 種別： 補助金の計算をどのように行うか。区分のみ管理する場合はなしを選択。

端数： （種別＝割合を選択した場合）端数処理をどのように行うか。

単位： （例）月：就学支援金　、　年：修学支援金

軽減対象費目 対応する軽減対象費目を選択。

学生生徒マスタの補助金情報で徴収台帳反映する設定の場合は、

この費目の徴収金額が自動計算される。

端数処理単位 端数処理を行う単位を設定

最大： 単位に対しての最大金額

④ 補助金区分 コード、名称、金額・割合を設定。

この区分が学生生徒マスタの補助金情報で個人毎に設定される。

部門毎に設定
補助金区分マスタ②
の名称

各生徒に振られている番号など重複しないものについては

重複不可のチェックをつけると、学生生徒マスタ登録画面で補助金汎用項目

入力時に重複チェックを行う。

e‐Shienで徴収台帳を更新する場合は、認定コードがキーになりますので

必ず登録。

①

②

③

④
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□ 徴収金額優先順位マスタ登録

補助金区分マスタ登録を行った場合、軽減対象費目・補助金区分を相殺するための貸方費目の紐づけを行う。

≪マスタ登録⇒◇徴収マスター徴収金額優先順位マスタ登録≫

上記の場合、補助金区分「１特待生(授業料)」／軽減対象費目「21授業料減免」の貸方費目(相殺費目)は11授業料になる。

設定した補助金区分を学生生徒に紐づける方法

①画面から変更

□ 学生生徒マスタ登録【補助金情報】

≪1学生生徒関連⇒◇学生生徒マスタ登録≫

補助金区分を生徒毎に紐づける。

②データ取込

□ 補助金区分・金額データ取込 CSVファイルを作成いただき、取込を行う

≪11データ取込･抽出⇒◇データ取込　補助金区分・金額データ取込≫

※上記①学生生徒マスタ登録画面補助金情報で「変更を徴収台帳に反映させない」のチェックの有無を

複数人一括で変更する場合は、②データ取込で対応可能。

（参考）

取込フォーマット・手順については、ユーザーサイト取込フォーマット有。

ホーム＞マニュアル・資料のダウンロード一覧＞学費・預り金＞EX2/PS7学費取込フォーマット

▶補助金区分取込(PS7学費のみ）

チェックは１区分に対し
１箇所のみ

チェック無 →設定内容を元に徴収金額を変更
チェック有 →徴収金額変更しない（区分のみ管理）

補助金区分選択

作成したデータの2行目から取込む場合は、
「先頭行を項目名をみなす」で「はい」を選択。

反映させたい月の指定を行う。
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取込結果の確認

①学生生徒マスタの補助金情報の確認

□ 学生生徒情報印刷 各生徒毎に補助金区分が反映していることを確認

≪帳票⇒◇学生生徒情報⇒学生生徒情報印刷≫

②徴収金額の確認（学生生徒マスタ登録　補助金情報で「変更を徴収台帳に反映させる」設定にした場合）

□ 徴収台帳一覧表印刷

≪帳票⇒◇学生生徒情報⇒徴収台帳一覧表印刷≫

補助金通知書マスタ登録

基準日の指定があれば入力

データ出力可

データ出力可

確認したい対象月を入力
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